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2025年3月期 第2四半期(中間期)決算
機関投資家向け説明会

2024/11/13

 日時:2024年11月13日（水） 13:30～14:30
 場所:東京本社 および Zoom
 登壇者:株式会社ゼンリン 代表取締役社⾧ 髙山 善司

機関投資家向け決算説明会 説明要旨

※Appendixを含む資料全体は以下の弊社ページで公開しております
https://www.zenrin.co.jp/company/ir/library/materials/index.html
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2025年3月期第2四半期の決算概要について、ご説明いたします。
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当第２四半期の連結売上高は
前期比 １５億円増加の ２８７億円 となりました。

オートモーティブ、IoTの両事業が堅調であったことに加えて、
前期からの価格改定効果が増収に寄与し、
第２四半期の売上高としては、４期連続の増収となりました。

損益面では、
ベースアップによる人件費増で営業費用が増加いたしましたが、
ストックサービスやデータロイヤリティビジネスの増収といった
売上構成変化により、限界利益の改善効果が出ております。

これにより、
第２四半期での黒字化には若干届きませんでしたが
営業利益は１３億円の改善、
経常利益、親会社株主に帰属する中間純利益も
３期ぶりに改善しております。
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中⾧期経営計画 ZENRIN GROWTH PLAN 2025の
開始年度からの６か年の業績推移を表示しております。

コロナ禍で売上高は一時減少に転じたものの、自動車生産の回復や
ストックビジネスの進捗によって、回復基調となり、コロナ前を上回って
進捗しております。

各利益については、当社グループの収益構造上、
売上高が年度末に集中するため、第2四半期では
人件費や地図データベース整備費用などの固定費の計上が先行し、
赤字傾向が続いております。
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このスライドは事業別の売上高の前年同期比較を示しておりますが、
事業の詳細については、後ほど説明いたしますので、説明は省略いたします。
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続きまして、営業利益の増減について、
売上高と費用の観点からご説明いたします。

売上高は、
冒頭に説明のとおり、オートモーティブ事業やIoT事業の増収に加え
価格改定により15億円の増収となりました。

営業費用は、
ベースアップによる人件費の増加はございますが、
売上原価については、売上構成の変化により変動費を抑制できております。

また、地図データベース整備費用は、
位置精度向上の取り組みを継続しているため、
前期と同水準で進捗しております。

以上の結果、費用全体では前年同期比で 2億円の増加にとどまっております。

なお、連結子会社であった「Will Smart」の
グロース市場への上場に伴い、連結除外となったことで
売上高・費用両面で影響が生じております。
第２四半期においては、若干の益目の影響となっております。
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価格改定による影響について、ご説明いたします。

前期４月から段階的に価格改定を実施し、顧客との交渉を続けております。
今期は、通期で 約２０億円 の増収影響を見込んでおります。
第２四半期では 約１０億円 となり、
当初の予想どおり順調に進捗しております。

商品・サービス別では、
住宅地図帳とGISパッケージは新価格の適用が完了いたしました。
GISパッケージでは、この8月までに既存取引先に対して
新価格での契約更新が完了しております。

住宅地図データ提供や受託案件では、前期から取引先との交渉を続けており、
規模や時期の違いはございますが、
今期中に新価格を適用した契約更新に向けて、引き続き取り組んでまいります。

カーナビ関連でも、取引先メーカーと交渉を行っておりますが、
２～３年後に発売予定の次期ナビモデルを交渉対象としておりますので、
価格改定効果が得られる時期や規模は、現時点では未定としております。
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キャッシュ・フローの状況です。

営業キャッシュ・フローは、４８億円の収入となりました。

投資キャッシュ・フローでは、
時空間データベースやサービス基盤へのソフトウェア投資を継続しております。
4月には「Will Smart」の株式売却による収入がありましたが、
連結子会社とした「ローカスブルー社」の株式取得があり、
２６億円の支出となりました。

２２億円のフリーキャッシュ・フローから、
配当金の支払いと借入金の返済に充て、
財務キャッシュ・フローとして３１億円を支出いたしました。

以上により、中間期末の現預金残高は、
８億円減少の１２３億円 となりました。
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配当金についてご説明いたします。

当社は利益成⾧に基づいた、安定的かつ継続的な配当の実施を
基本方針としており、
目標とする指標も、配当性向ではなく、DOEを採用しております。

配当方針に則り、２５年３月期の中間配当金は
前期から １円５０銭 増配し １株当たり１５円といたしました。

期末配当金も １株当たり１５円 を予定しており、
年間配当金は、１株当たり３０円となり、
４期連続の増配となる見込みです。
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２０２５年３月期 の通期業績予想について、ご説明いたします。
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当第２四半期は増収増益となりましたが、
一過性要因などを除くと、概ね計画通りに進捗しております。
自動車生産等の外部環境や、受託案件の成約状況など、
不透明な状況であるため
通期の業績予想は、期初の予想値から変更せず、据え置きとしております。

下期は、パッケージサービスやAPIへの移行を、引き続き
強化してまいります。
新規案件及び受託案件の獲得も見込んでいるため、適切に費用を
コントロールしながら、目標達成に向けて取り組んでまいります。
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各事業の概況について、ご説明いたします。
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【プロダクト事業】

上期は、ストック型商品のGISパッケージの販売が好調に推移しております。
業務に特化した新ラインナップ（セールスサポート）も投入し、
現在６シリーズになっております。
一方で、フロー型の地図帳やデータ提供、受託案件は若干減少し、
プロダクト事業全体では、前期並みとなりました。

当社は、データ提供のみのフロー型ビジネスから、
お客様の利便性も高く、安定収益基盤となるストック型の
ZENRIN Maps APIへの移行を推進おります。
（ZENRIN Maps APIの売上高はIoT事業での計上となります。

上期は、IoT事業へ約３億円移行いたしました。）

フロー型からストック型への転換、及び IoT事業への移行の影響で、
プロダクト事業の売上高は一時的に減少する可能性はありますが、
パッケージ商品のオプション機能追加など、アップセルで顧客単価を上げて、
プロダクト事業も拡大を目指してまいります。

市場においては、DXによるデータ利用が一般的になってまいりましたので、
当社も、企業のDX化の第一歩を支援するプロダクトの開発・提供に、
今後も注力してまいります。
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【公共ソリューション事業】

前期の大型受託案件の反動減がございましたが、
フロー型の地図データ提供や受託案件が増加し、前期並みで推移しております。

受託案件は、水防法や空き家対策関連法等の改正により、
ハザードマップ制作や調査受託案件が増加いたしました。
また秩父市では、スマートシティの取り組みにおける地域の物流課題解決支援として
デマンド交通など、実証実験レベルではありますが、
実際に収益を計上するまでに至っております。

ストック型サービス（ゼンリン住宅地図LGWAN、「自治体専用」住宅地図 for WEB）
の導入も進捗しており、中⾧期的な安定基盤構築を目指して、
一層強化してまいります。

また、災害時支援協定も、現在759の自治体と締結しておりますが、
自治体とのリレーション構築も進めつつ、
DXによる地域課題の解決に、積極的に取り組んでまいります。
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【マーケティングソリューション事業】

販促支援パッケージの「らくらく販促マップ」がオプションサービス含め、
堅調に推移しています。
エリア分析により効率的なプロモーションができることを
評価をしていただいていると認識しております。

また子会社のゼンリンマーケティングソリューションズでは、
コンサルティングサービスや、多店舗展開している企業向けの
マーケティングを支援するストック型パッケージ商品（ArmBox）を展開しており
好評をいただいております。

当事業分野は、特に中小個店などでは、
まだDXが浸透している状態ではありませんが、
全国にある弊社の営業リソースを活用し、
ストック型のパッケージ商品など、DX化の第一歩の支援から、
当社のマーケティングソリューション事業の拡大を
積極的に推進していきたいと考えております。
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【IoT事業】

IoT事業は、前年同期比４億円の増収となりました。
ストック型のAPIサービス「ZENRIN Maps API」が好調に推移しており、
前期末での売上高は３億円でしたが、プロダクト事業からの移行も含め、
今期は第２四半期で既に５億円に達しております。
当社の最新の地図データや機能を
お客様のシステムに簡単に組み込むことができる利便性と
DXニーズの追い風もあり、順調に進捗しております。

今後はお客様（業界・業務別）のニーズに最適化した機能をAPI化して
ソリューションパッケージとしての商品開発にも一層注力してまいります。
現在、地域ビジネスにも取り組んでおりますが、
各地域に特化した商品開発およびサービスの提供なども目指してまいります。

また、大手企業向けソリューションサービスでは、
様々な業界で当社地図情報を活用したDX支援を進めており、
特に社会課題などを背景とした物流業界では、端末数に応じた
地図利用料の増加など、業務効率化支援などを推進しております。

引き続き、お客様のDXを支援するソリューションサービスを積極的に提案し、
そこから安定したストック型ビジネスへ転換していくことも推進してまいります。
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【オートモーティブ事業】

自動車販売は２１６万台と前年同期より若干減少しておりますが、
当社のカーナビ向けデータ提供ビジネスは、
コロナ禍前の状態にまで回復しています。
当社データを採用しているカーナビ機種の増加によるシェアアップと単価アップ、
及び第1四半期には一部メーカーの過年度における数量過少報告分の
計上もあり、第２四半期は前年同期比９億円の増収となりました。

しかしながら、下期の市場の見通しは不透明のため、
業績予想は据え置きとしております。

また、国内自動車市場の伸びは、今後は緩やかになると認識しておりますので、
ADASやEVコンテンツ、コネクテッド対応など、付加価値の高いコンテンツを
提供し、安定したビジネスとなるよう取り組んでまいります。
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 説明スライド最終ページ

以降のAppendixを含む説明資料全体は以下の弊社ページで公開しております

https://www.zenrin.co.jp/company/ir/library/materials/index.html
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